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篠
笛
の
基
礎
練
習
で
す
。
安
定
に
音
を
出
し
て
下
さ

い
。
同
じ
息
の
量
で
出
来
る
だ
け
長
く
吹
き
、
呂
音

～
甲
音
へ
自
然
に
移
動
し
て
音
を
切
り
替
え
る
練
習 

ヤ
ジ
ル
シ 

 

注
意
事
項 

「
、」
で
息
を
す
る
。「
▼
」
は
休
む
。 

・
息
を
途
中
で
切
ら
な
い
で
安
定
に
同
じ
音
を
出
す
。 

「
六
」
表
記
は
呂
音
（
低
い
音
） 

「
６
」
表
記
は
甲
音
（
高
い
音
）
で
吹
く
。 

 


